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No.23 (1978) 

および雄性ラットを用いて［14CJ一Tおよび［3H〕－Anをラット肝ミクロゾームとUDP-Glucuronic

acidの存在下インキュベーションし， UDP-GIucuronyltransferase活性を測定した。また， Tr・－

itonX-100処理による影響も検討した。

〔実験〕雌性および雄性ラットの肝UDP-Glucurony 1 transferase活性は［14C〕－Tを基質とした

場合いづれのラットも著しい差はみられなかったが，［3HJ-Anを基質とした場合にはAnGluc-

uronide生成に顕著な個体差がみられた。以上より AnUD P-G 1 ucurony I transferase活性の変

動が invivoにおける AnおよびTの代謝の個体差の主要因と思われるo

雄性ラ＇＇／トにおける Androsterone代謝の個体差

青柳 忍，松井道夫

〔日本薬学会第98年会 (1978年4月）で発表〉

〔目的〉演者らは雌性ラヅトにおける Androsterone(An）の胆汁中代謝物を研究しその排世

率，抱合型および主な代謝物に個体差のあることを報告した。また，Anを基質とした場合， UDP-

Gl ucurony 1 transferase活性に顕著な個体差が雌性および雄性ラットに存在することを見出し

た。今回，同系雄性ラットに［3H]-Anを投与し，その胆汁中代謝物を調べた。

〈実験〉胆管カニューレ手術を施したWistar系雄性ラットに［3HJ-An(O. 73μCi, 3. 4μmole）を投

与し，胆汁および尿を経時的に捕集した。胞汁は AmberlieXAD-2, Sephadex LH-20カラム

により， Monoglucuronide,Monosulfate, Diconjugate分画に分離し，各抱合体はそれぞれ ｛，－

Glucuronidase, Solvolysisにより加水分解した。得られた SteroidsはTLCにより分離後， GC

および GC-MSにより同定した。

〔結果・考察〕雄性ラットにおいて， An代謝物の担汁中排滑に著しい個体差がみられた。排世

率の高いラットでは主抱合型は Monoglucuronidesであったが，排i世率の低いラットではMon-

oglucuronides, Monosulfates, Diconjugatesがほぼ向じ割合で生成していた。更に，代謝物に

ついては，雌性ラットよりも PolarなSteroidsに多く変換されていた。従って，雄性ラットにお

ける Anの代謝に個体差が存在すること，またその代謝パタ｛ンは雌性ラットのパターンとも異

なることが明らかとなった。
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